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アンゴラ共和国月報 
２０１７年１月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●ＭＰＬＡが本年の総選挙候補者名簿を決定（３０日）。 

●ＡＰＩＥＸ長官の罷免（２８日）。 

【外交】 

●参議院ＯＤＡ調査団のアンゴラ訪問（１０日～１２日）。 

●駐中国アンゴラ大使が北朝鮮外務副大臣と北京にて会合（１３日）。 

●中国輸出入銀行及びアンゴラ・ソブリンファンドによる港建設計画への協調融資（２４日）。 

【経済】 

●ＧＥ社ＣＥＯによるドス・サントス大統領への表敬（２５日）。 

●アンゴラ政府，２０１６年の成長率を０．１％と発表（過去２３年間で最低）（２７日）。 

 

内政 

１ ＭＰＬＡ候補者名簿決定 

３０日，ＭＰＬＡ政治局会合において，

総選挙に向けた党候補者名簿を決定。

（注：これによりドス・サントス大統領

が３８年に亘る職を引退し，ロウレンソ

国防大臣がその後継候補となることが決

定した。２月３日に発表された）（JA 

1/31）。 

２ ＡＰＩＥＸ（アンゴラ民間投資貿易

促進庁）長官の罷免 

商務相によるＡＰＩＥＸ長官の罷免が

確定された。理由は，公的な役職を２つ

以上兼務することを禁止する大統領令に

違反していたため。同長官は２００８年

５月から大統領府の文官府の司法顧問補

佐を兼任していた（Club-K 1/28）。 

３ レバノン人実業家の暗殺 

１日，レバノン人実業家バクリ氏

（Amim Bakri）がルアンダにて暗殺され

た。レバノン大統領は，イスラエル諜報

庁「モサド」の関与を公言したが，アン

ゴラの犯罪捜査局（ＳＩＣ）は否定（VOA 

1/18）。 

４ 国防大臣主催の軍事アタッシェ新年

会 

ロウレンソ国防大臣が各国の軍事アタ

ッシェを招待して新年会を主催。各国と

の防衛軍事分野における長年の協力関係

を言祝ぐとともに，アンゴラ国軍が取り

組んでいる近代化プロジェクトについて

説明（AP 1/26）。 

５ その他 

（１）憲法裁判所，ＣＡＳＡ－ＣＥによ

る政治連盟から政党への変更申請を却下

（VOA 1/23）。 

（２）昨年１２月以降，アンゴラ北部

（ザイレ州及びカビンダ州）でコレラに

よる死者が１０名に到達(africanews 

1/25)。 
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（３）アンゴラの現在の人口，２８３５

万人に到達。内，４７．３％が男性で，

５２．７％が女性（AA 1/25）。 

 

外交 

１ 参議院ＯＤＡ調査団のアンゴラ訪問 

（１）１１日，参議院ＯＤＡ調査団は，

アンジェラ・ブラガンサ外務副大臣（協

力担当）と会談を行い，各種二国間合意

が署名された後，特に人材育成を優先と

する多分野にわたり，協力をしていく方

針を伝えた。 

（２）ディオジェネス・デ・オリヴェイ

ラ（Diogenes de Oliveira）アンゴラ国

会経済財政委員会副委員長は，１２日，

同議員団との会談の席上，アンゴラの経

済多角化を促進する人材育成を始めとす

る技術協力をアンゴラは必要としている

と述べた。また，二カ国の議会間の協力

における重要事項としては地雷除去も挙

げられ，日本の同分野における経験を生

かし，アンゴラにおける地雷除去を確固

たるものとすることで，農業分野におけ

る事業の拡大につなげることを目指すと

語った（JA 1/13）。 

２ 中国・アンゴラ関係 

（１）中国，アンゴラ原油の輸入控え 

２０１６年第二四半期中，中国はアン

ゴラ産原油輸出先国第一位の地位を保持

したが，アンゴラ産原油の輸入量は減少

し続けている。同期間中，中国は，前期

比１％減かつ前年同期比１２．２％減の

４３２５億クワンザ (２４億ユーロ)分の

原油をアンゴラから購入し，同期間中に

アンゴラから輸出された原油全体の３

５％に相当。中国に次いで，バハマが１

３．８％，インドが６．４％それぞれア

ンゴラ産原油を購入した（OB 1/11）。 

（２）中国による出生登録の支援 

中国企業 China National Electronics 

Import & Export Corporation が２．４

３億ドル（２．２８億ユーロ）でＩＤカ

ード発行及び出生登録機器の納入及び技

術支援を行う旨が大統領令によって許可

された。アンゴラ人の多くは出生登録さ

れておらず，５歳以下の子どもの２／３

は出生証明書を保持していない（OB 

1/16）。 

（３）中国によるソナンゴルへの借款拒

否 

アルヴェス・ダ・ロシャ・アンゴラ・

カトリカ大学教授は，イザベル・ドス・

サントス・ソナンゴル会長は，中国に向

かい，５０億ドルの借款を要請したが拒

否されたと発言。また，アンゴラの対外

債務残高は主として中国のクレジット・

ラインで占められており，直近の貸付額

は９０億ドルである。アンゴラの憲法で

は，ＧＤＰ比債務比率が６０％を超えな

いように規定しているが，本年末までに

８０％を超える可能性があるとＩＭＦは

指摘（Club-K 1/16）。 

（４）中国大使の投資環境改善の要望 

崔中国大使は，クアンド・クバンゴ州

のメノンゲ市において，より良い投資環

境が整備されるよう要望を表明した（MH 

1/20）。 

（５）中国輸出入銀行による港建設計画

への融資 

ア ジョゼ・フィロメノ・ドス・サント

ス・ソブリンファンド総裁は，中国輸出

入銀行が，北部飛び地のカビンダ州にお
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いてカイオ（Caio）深海港を建設するた

めに６億ドルを融資すると発表した。同

港建設の第一フェーズにおいては，６３

０メートルのコンテナターミナル，船舶

の修理場，倉庫，発電施設及び自由貿易

地域（free-trade zone）が設けられ，同

フェーズは本年下半期に完了する見込み。

建設は，中国の建設会社によって行われ

る。 

イ アンゴラ・ソブリンファンド（ＦＳ

ＤＥＡ）は，同港のオペレーションを行

うカイオ・ポルト社への５０％の株式参

加と引き替えに，同港建設に対して同フ

ァンド内の建設ファンドより１．８億ド

ルを投資。残りの株式５０％は，ドス・

サントス氏が明らかにしなかった複数の

アンゴラ人投資家が保持する（BB 1/24）。 

３ 米アンゴラ関係 

（１）シコティ外務大臣は，今後の対米

外交につきトランプ新政権と協調し新た

な段階に進むことを期待していると述べ

た。同外務大臣は，米大統領選挙が信頼

に足るものでなかったとの批判に反対し，

トランプ氏が公平かつ透明性のあった米

国大統領選で勝利したことへの祝意を表

明。 

（２）また，同外務大臣は，トランプ大

統領がアフリカ大陸の諸問題にも関心を

向けることを期待していることも伝え，

新大統領の下で二国間関係は更に前進す

るとし，そのために努力は惜しまないと

述べた。なおトランプ大統領の就任式に

は，アゴスティーニョ・タヴァレス駐米

アンゴラ大使が出席した（JA 1/22, 

1/23）。 

４ アンゴラ・北朝鮮関係 

（１）１３日，Choe Hui Chol 北朝鮮外

務副大臣は，北朝鮮を兼轄しているガル

シア・ビレス（Garcia Bires）駐中国ア

ンゴラ大使と北京にて会談を行った。同

大使は北京において，北朝鮮政府との協

力関係をより多分野に発展させることは，

アンゴラ政府の意図するところであると

述べた。同大使は，面談の席で，既に存

在する二国間関係を強化及び拡大する意

向を強調。また，優先分野は，朝鮮半島

の統合と平和のために戦う北朝鮮国民に

裨益する，保健分野及び北朝鮮との連帯

になると述べた。 

（２）Choe Hui Chol 北朝鮮外務副大臣

は，北朝鮮とアンゴラの二国間関係は極

めて良好であり，両国の政府及び国民が

期待する形に発展し続けるであろうと述

べた。同外務副大臣は，アンゴラが国連

安全保障理事会で非常任理事国を務めた

間，朝鮮半島の問題に関して交渉による

解決策の決議を推奨した姿勢に対しても

感謝を述べた（JA 1/16）。 

５ アンゴラ・ＡＵ関係 

（１）アンゴラは，ＡＵ委員選挙に際し，

ジョゼファ・サコ(Josega Sacko)氏を農

業・地方経済委員として，アントニオ・

テテ(António Tete)氏を政治委員として

擁立。ＡＵとＳＡＤＣ諸国に支持を要請

（JA 1/28）。 

（２）セルケイラ文化大臣，ＡＵに対し

てアンゴラのムバンザ・コンゴ遺跡の世

界遺産への立候補を表明（RFI 1/28） 

６ イラク石油大臣とソナンゴル取締役

の面談 

１０日，ソナンゴルの取締役エドソ

ン・ドス・サントス氏は，Jabbar al-
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Luaibi イラク石油大臣と面談。イラクの

石油大臣は，ソナンゴルに対して，イラ

ク国内における操業再開を要請。２００

９年以降，ソナンゴルは３億ユーロを投

じてイラクのモスル南部に位置する

Najmah 及び Qayara 油田を探査する権益

を獲得。しかし，イラクにおける情勢が

不安定化し，２０１４年２月にはイラク

における事業から撤退の意向を表明。当

該油田は現在，テロ組織ＩＳＩＳからイ

ラク政府によって奪還された（OB 1/10）。 

７ ポーランド輸銀との覚書 

１月３日付大統領令によれば，アンゴ

ラ財務省は，ポーランドの政府の金融機

関である輸出銀行ＢＧＫ（Gospodarstwa 

Krajowego）との間に対アンゴラ民間投資

及び輸出促進を目的とした覚書を結ぶ予

定。これは，ＢＧＫが５９７０万ユーロ

を，２０１７年に開設を予定している海

洋研究漁業学院（Academia de Pescas e 

Ciências do Mar do Namibe）をナミベ州

に建設する目的で融資する内容。また，

同学院建設・備品整備及び教育課程計画

の第３フェーズが承認された（OB 1/13）。 

８ アンゴラ・フランス関係 

（１）１３日，シコティ・アンゴラ外務

大臣は，アフリカ・フランス・サミット

にドス・サントス大統領の代理で出席。

同会議は，「パートナーシップ，平和及び

緊 急 事 態 （ Parceria , Paz e 

Emergencia）」のテーマの下開催され，１

４日に閉会（JA 1/14）。 

（２）シルヴァン・イッテ（Sylvain 

Itte）駐アンゴラ仏大使が当国ロウレン

ソ国防大臣を表敬訪問し，現在交渉中の

二国間防衛協力協定及び二国間防衛協力

方針の三本柱に関して意見交換（JA 

1/14）。 

９ 対アンゴラ地雷除去援助の減少 

The Halo Trust, MAG (Mines Advisory 

Group)及び NPA（Norwegian People’s 

Aid）の３つのアンゴラ国内で地雷除去に

従事する国際 NGO は，国際的な支援が２

００８年から２００９年の間に８９％削

減され，現在資金援助しているのは米，

日，スイスの３カ国のみであると表明し

た。また，同ＮＧＯは，２０２５年まで

に地雷をアンゴラ全土から除去するとい

う目標の，５６．４％しか達成できてい

ないと発表した(VOA 1/16)。 

１０ アンゴラ・インド関係 

 ３０日，ブラガンサ外務副大臣と Shri 

Sushi Kumar 在アンゴラ・インド大使は，

二国間の混合委員会を設立する合意に略

式署名した。（JA 1/30）。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１）物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したルアン

ダ市における１２月期のインフレ率は，4

１.95％となり，昨年同月と比較して

27.68pp 上昇した。月間物価上昇率は

2.17％。 

イ 物価指数が前月比で最も上昇したの

は，アルコール飲料及びタバコ（4.01%），

レジャー・娯楽・文化（3.50%），モノ・

サービス（3.32%），衣料品（3.26%）  
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（２）金利 

ア １２月２０日に開催された第６２回

金融政策委員会（ＣＰＭ）は，政策金利

のＢＮＡ基礎利率（Ｔａｘａ ＢＮＡ）を，

年率 16.00％と前月から維持すると発表。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行

がＢＮＡに預けている準備預金のうち，

法定額を超過した部分に対するオーバー

ナイト当たりの利率）は年率 7.25%で前

月と変わらず。 

エ 限界貸出ファシリティ（BNA から市

中銀行へのオーバーナイト物貸付金利）

は年率 20.00%で前月と変わらず。 

 

（３）為替市場 

 １ ２ 月 末 ， 為 替 相 場 は １ USD ＝

165.75309 AKZ で推移（前月比 0.67609

クワンザ安）。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 

 

（５）ＧＤＰ及び成長率 
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（６）主要貿易統計 
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有するエクスポージャーについて疑問視

し始めた。 

イ ２０１６年第二四半期，ＢＮＡは，

アンゴラ金融システムが国際基準を満た

すべく最適化計画を開始。ダ・シルヴァ

中銀総裁は，最後のドル建て決済のパー

トナーであったドイチェ銀行との米ドル

建てコルレス銀行関係回復のために，２

月に欧州を訪問する（JA 1/13）。 

４ アンゴラ，ＩＭＦにデータを秘匿 

アルヴェス・ダ・ロシャ・アンゴラ・カ

トリカ大学教授は，原油の輸出内訳に関

する情報をＩＭＦに対して隠していると

して，アンゴラ政府を批判。同教授によ

れば，アンゴラ産の原油の対中国弁済分

及び対中国原油輸出の債務弁済の内訳に

ついてはＩＭＦにも伏せられているとヒ

カルド・ヴェリョッソＩＭＦ４条協議ミ

ッション団長が同教授に対して明かした

由。２００４年以降，中国からアンゴラ

に対して貸し付けられてきた借款は，１

５０億米ドルに上る（OB 1/13）。 

５ アンゴラ銀行協会による救済策への

アピール 

アミルカール・シルヴァ（Amilcar 

Silva）アンゴラ銀行協会長は，アンゴラ

政府に対して，市中銀行に口座を有する

顧客を守るための救済策を要請（BB 

1/22）。 

６ アンゴラ財務省の年間債務計画 

（１）オズヴァルド・ジョアン財務省公

債局長は，２０１７年予算の借り入れ分

財源４．６６７兆クワンザを確保する見

込みであると表明。上述した目標を達成

するため，アンゴラ政府は３．５兆クワ

ンザを国内市場において銀行及びファン

ドの参入を通じて調達する必要がある。 

（２）ジョアン公債局長によれば，３

５％の国内調達のうち大部分が国債発行

でまかなわれる。 

（３）同局長は，国庫が実際に確保する

借入額は，１．８７兆クワンザであり，

残りは２０１７年中の国債の償還に宛て

られると述べた（EX 1/27）。 

７ ムーディーズによる２０１７年のア

ンゴラ予測 

ムーディーズは，２０１７年にアンゴ

ラは，大規模な社会不安に見舞われると

予測。アンゴラを，大統領の在任期間の

長さ及び政策の応答性，政治的安定性の

各指標，一人あたりＧＤＰ，購買力平価

及びインターネットユーザー数等の諸指

標の上で，社会的不安定性のリスクを呈

するアフリカ諸国の一カ国であると述べ

た。他方，ムーディーズは，アンゴラ政

府及び世銀が２０１７年にアンゴラの経

済成長率が３％になると予想したことに

関し楽観的な見解も見せた（ECO 1/11）。 

８ ２０１６年の原油輸出量 

２０１６年中，アンゴラは６億３１６

５万２０９８バレルを輸出。これは，２

０１６年修正予算で目標として定められ

ていた６億５４６０万バレルに満たない。

同年中，アンゴラ政府は原油の販売によ

り，１兆３０８０億クワンザ（７４億１

８００万ユーロ）の歳入を確保。これは，

同予算で目標とされていた１兆５３５０

億クワンザ（８７億ユーロ）よりも約１

２億８０００万ユーロ少ない。同修正予

算では，１バレル４１ドルとの原油価格

設定に基づいていたが，実際の同年中の

輸出時の平均油価は４０．４３ドル（ECO 
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1/17）。 

９ ２０１６年第３四半期の貿易収支改

善 

（１）２０１６年第三四半期中，アンゴ

ラの貿易収支は約５１億ユーロの黒字に

回復したものの，未だ４．５億ユーロを

食料品及び農産品の輸入に費やしている。

貿易収支の改善は，主として原油価格の

上昇に起因。 

（２）同期間中，輸入額は，前年同月比

２０％減で前期比６．９％減の５０２９

億クワンザ（２５億ユーロ）に低下。引

き続き機械及び部品が最も輸入された品

目であったが，１兆１１９２億クワンザ

（６億７６００万ユーロ）に同品目の輸

入額は減少。他方，アンゴラは農産品を

５２８億７３００万クワンザ（３億ユー

ロ）輸入。これに加えて食料品の輸入額

は２６３億２９００万クワンザ（１億４

９００万ユーロ）。また，化石燃料を３７

９億２６００万クワンザ（２億１５００

万ユーロ）輸入。 

（３）輸出に関しては，総輸出額に占め

る原油の比重は第二四半期の９１．２％

に対し，第三四半期には９４％に上昇。

原油販売額は１兆３２７０億クワンザ

（７５億ユーロ）に前期比１８％上昇。

また，鉱物資源の輸出４５億８４００万

クワンザ（２６００万ユーロ）に上昇。

アンゴラは，２０１６年第一四半期中の

平均原油輸出価格３０ドル／バレルであ

った（OB 1/18）。 

１０ ２０１６年第３四半期中の各国と

の貿易 

（１）輸出相手国は順にポルトガル（１

４．８％），米国（１２．６％），中国

（１２．４％），ノルウェー（６％），南

アフリカ（５．８％）であった。アンゴ

ラの２０１６年第３四半期の貿易黒字は

９０８０億クワンザとなり，第２四半期

から３２．５％増，昨年同期比で３２．

５％増。一方で輸入総額は昨年同期比で

２０％減少となった。 

（２）アンゴラの輸出のうち９４％を石

油が占め，例年通り石油の主要輸出相手

国は中国となり，第３四半期における同

国への輸出額は５６５２億クワンザ相当

に達した。なお国際原油価格の変動によ

り，同国への輸出総額は昨年同期比で３

６．３％増，第２四半期から３０．７％

増となっている。 

（３）アンゴラの輸出相手国は，中国に

続きインド，米国。なおアンゴラと中国

は強固な関係を有しつつも，台湾がアン

ゴラの輸出先相手国第４位となっている。

アンゴラの輸入品目は，機械製品，電子

機器が中心となり，その他農産品，食料

品も多く輸入している（EX 1/20）。 

１１ 新関税表承認に向けた進捗状況 

国内生産促進のため，新関税表案の最

終案が完成。ＡＧＴ（アンゴラ国税庁）

のガスパール氏は，近日中にＡＧＴの運

営委員会は会合を設け，１ヶ月以内にマ

ンゲイラ財務大臣に提出するための同案

文書を承認する構えであると語った。同

案は，同財務大臣によって閣議に提出さ

れる。２０１４年に制定された現在の関

税表では９１４品目が免税対象となって

いるが，現在審議中の新関税表では，３

６６品目以上が免税対象となっている

（MH 1/23）。 

１２ ２０１６年中のソナンゴルの売上 
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（１）２０１６年９月に承認された修正

予算の際に行われたアンゴラ財務省の推

計によれば，２０１６年のソナンゴルの

売上は，約４７億７０００万ユーロ相当

の８４０２億クワンザ。同予測値は，予

算修正前の６５．９５億ユーロ相当の１．

１６３兆クワンザから引き下げられた。 

（２）これらの，２０１６年中にソナン

ゴルがアンゴラ政府に対して株主配当を

出せないであろう数字にもかかわらず，

１２月１日にイザベル・ドス・サント

ス・ソナンゴル会長は，記者会見の席上，

２０１６年のソナンゴルの粗利益は，１

４４億ユーロ相当の１５３億２５００万

米ドルと予測されていると発表。これは，

２０１３年と比して６０％減（OB 1/17）。 

１３ ＧＥ社ＣＥＯによるドス・サント

ス大統領への表敬 

２５日，ジェフリー・Ｒ・イメルト

（Jeffrey R. Immelt）ＧＥ社ＣＥＯは，

ドス・サントス大統領を表敬訪問。今後

もアンゴラに投資を継続すると表明。Ｇ

Ｅ社は現在アンゴラでエネルギー分野，

街灯等の供給及び保健問題の解決策の提

供等を行っている（MH 1/27, AP 1/29）。 

１４ ＧＥ製の機関車の納入 

１１日，ＧＥのディーゼル機関車の第

一バッチがアンゴラに到着。モデルは

C30 ACi Evolution Series で，到着した

のは１５両。本件は，昨年署名されたカ

ナダ輸出開発公社（Export Development 

Canada ）による４．２９億米ドルの融資

合意（L/A）に基づくもの（IRJ 1/25）。 

１５ ソヨの複合ガス発電所 

中国工商銀行は，２０１７年第一四半

期に第一ジェネレーターの試運転が開始

する予定のソヨの複合ガス発電所建設の

ために，総工費の８５％に相当する８億

３７００万ドルの融資をアンゴラに行う。

残りの３基のジェネレーターは，本年を

通して試運転が行われる予定。ソヨとル

アンダの送電網は，５月までに完了する。

本件合意は２０１６年上半期に署名され，

同事業は複数の中国企業によって９．８

５億ドルで受注された（MH 1/19）。 

１６ アンゴラ水資源運用計画の承認 

アンゴラの閣議で２０４０年までの水

資源運用計画である Plano Nacional da 

Água が承認された。１１００億ドルの予

算が組まれており，すでに建設中のクワ

ンザ川沿いのダムの建設も内容に含まれ

る（RFI 1/26）。 

１７ 鉱区１７の販売総額 

アンゴラ財務省のデータによれば，仏

トタルが操業する鉱区１７は，２０１６

年中最も利益を生み原油販売総額は９３

億ドル程度。同鉱区は２億３１８７万５

００３バレルの原油を輸出。これは，同

年のアンゴラの総産油量６．３１億バレ

ルの３分の１以上に相当（RA 1/23）。 

１８ ＥＮＤＩＡＭＡ関連 

ＥＮＤＩＡＭＡ（アンゴラダイヤモン

ド公社）は，かつて約１２億ドルの収益

を記録していたものの，２０１６年中は，

約１．２９億の減益となり，収益は１０

億７９００万ドルとなった（RA 1/16）。 

１９ ベンゲラ鉄道の好調な業績 

２０１６年，ビエ州におけるベンゲラ

鉄道（Caminhos- de-Ferro de Benguela 

(CFB)）の収入は６．２９億クワンザで，

ＴＡＡＧの収入１億５１６８万７０００

クワンザをしのいだ。昨年中，ベンゲラ



10 
 

鉄道は２８５回運行し，３６万５１７５

名の乗客，４万７５８３トンのベンゲラ

州及びモシコ州産の生産物を輸送した。

他方で，昨年中アンゴラ全土で航空輸送

は２８％減（JA 1/13）。 

２０ ＢＰＩの２０１６年の業績 

２０１６年，ＢＦＡの株主ＢＰＩは，

ポルトガル国内の業績が順調で前年比３

２％増の３．１３億ユーロの利益を上げ

た。ポルトガル国内の業績が昨年比５

８％増で，アンゴラに依存せずとも業績

が改善（OB 1/26）。 

２１ ２０１６年の経済成長停滞 

（１）１月第４週に財務省のパトリシ

オ・ネト国際関係・統計部長によって発

表されたアンゴラ政府による直近の推計

では，２０１６年，アンゴラ経済成長率

は過去２３年間で最も低い０．１％とな

った。２０１５年のＧＤＰ成長率は３％。 

（２）２０１６年１１月に発表されたＩ

ＭＦによる推計では，アンゴラの２０１

６年成長率は０％とされていた。 

（３）ネト国際関係・統計部長は，２０

１６年，アンゴラの石油部門のＧＤＰ成

長率は－２．３％，非石油部門のＧＤＰ

成長率は２．２％を記録したと述べた。

既にＩＭＦが発表した内容は右見解と矛

盾しており，非石油部門が－０．４％の

マイナス成長を記録し，石油部門が０．

８％のみ成長したと発表されている。 

（４）２０１６年の経済停滞は，直近の

１３年間で最も高い年間インフレ率４

２％を伴っていたため，経済学者は経済

停滞（estagnacao）と分類する。なお，

アンゴラには正確な失業率のデータがな

く，直近のデータは２０１４年の国勢調

査の最終版に基づく２４．２％となって

いる（EX 1/27）。
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